





























江戸にのぼった源内は、早々その企画的な才能を発揮する。すなわち宝暦七年（一七五七） 、わが国最初の薬品会＝物産会が田村元雄の主催によって江戸湯島で開かれるが、それを実際に発案したのは源内であった（ 『物類品隲』田村元雄序） 。
　




について「源内については 物産会を首唱し、この方面に特に力を尽したと述べている点が注目される。やはり源内は学究的であるより、実際家であるという評価の断片がかい間見られるのである」と解説している。その後も『国史大辞典』 （一九九八）吉川弘文館の「物産会」の項目には「江戸では宝暦七年、平賀源内の企画で師の田村藍水が会主となり薬品会を湯島で催した（八部市郎） 」という記述がある。近年、福田安典（二〇一三
―
八六頁）は、木村蒹葭堂の日記の
冒頭部分の記述を根拠にして「大坂で実験的に行われてい 薬品会を、源内の発案により東都で最初に田村元雄が開催し、その後に全国的 ひろまった」とされるべきであろ とする。東都物産会＝薬物会の開催経緯につ は、城福勇（一九七一）が解説した「平賀源内が発案した」という解釈が定説となって福田安典（二〇一三）まで継承されてきたといえる。しかし、その点に検討の余地はないであろうか。 『物類品隲』巻之一 は漢文で書か た後藤光生と田村藍水の
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現代語訳　
天のもようは太陽・月・星である、地のもようは草・木・金属・岩石である。天のもようはしばらく言及しない。大




































先に立ってとなえ、相続けて松田氏が力を尽し くれて都合す に五回 会を終えたこと。③五回の会の記録を五巻本
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のがそのはじめである。翌年戊寅歳（宝暦八年一七五八）また神田で会を開いた。己卯歳（宝暦九年一七五九）私はこれを引き継ぎ湯島 会をした。庚辰 十 六〇 仲間の松田氏が市谷で会をした。壬午歳（宝暦十二年一七六二）私はふたたび湯島で会をした。あわせて五回会をひらき、そ 会主が持っているものを主品といい、同好の人達が持っているものを客品ということにする。草木・鳥獣・魚貝・昆虫・金玉・土石・日本産・中国産・外国産などなんでもよい 、 主品の数は毎回百種類を上限とする。はじめの二回の主品の場合はみな田村先生の所持品であっ
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しかし品物は収穫される年によって出来・不出来があり、物には熟したものと 熟な がある。一つ 山、 つ沢で採取 たものでもそ ぞれ優劣がある。一つ 石、一つの木 上・下で一つ 山、一つ 沢の上・下を判断することはむづかしい。今、こ では集めた時の物について品質の格付けを ている。こ 本を見る人は格付けにこだわ
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品会は宝暦元年から始まり、如蘭が宝暦四年に亡くなっているので数回で終わったようである」と述べてい 。ま 、上田譲（一九九七―一八六頁）も、 蒹葭堂の記述を根拠にして「津島恒之進（如蘭、 ？―一七五四）も宝暦元年（一七五一）頃に京都から毎歳浪華に下って、 同門であり門弟でもある戸田斎（斎宮、 旭山、 六九六―一七六九） 共 「本草の会」
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余幼年ヨリ生質軟弱ニアリ、保育ヲ専トス、家君余ヲ憐テ草木花樹ヲ植ルコトヲ許ス、親族ニ薬舗ノモノアリテ物産ノ学アルコトヲ話シ、稲若水〈物産家中興、名宣義〉 、松岡玄達〈字成章、号恕菴、平安人以物産学継若水而興〉アルコトヲ聞ケリ、十二三歳ノ比 京師ニ松岡門人津島恒之進〈名久成、字桂菴、号彭水、又如蘭軒、受業松岡先生、越中高岡人法橋津嶋玄後ノ弟、松岡学頭タリ〉物産ニ委コトヲ知リ、コノ頃、家君ノ京遊ニ従 始テ津島先生ニ謁シ、草木ノ事ヲ問フコト一会、翌年、余十五歳 家君ノ喪ニアイ、十六歳ノ春、余家母ニ従テ京ニ入、再津島氏 従学シ、門人ト成 得タ 之ヨリ屡書ヲ通シ物産ノ説ヲ聞キ、津島氏モ毎歳浪華 下リ本草ノ会アリ、数出会ス、宝暦四年甲戌津島氏客中ニ卒ス、同社戸田斎〈号旭山、備前人〉 、江戸田村元雄〈坂上登 号藍水〉 、平安直海元周〈名越中人〉 、ナド書ヲ通シ考索ヲ事トス、近キコロ平安蘭山〈小野希博字以文〉 、ニ従テ、益名物ノコトヲ究ム、斎藤彦哲モ親ク交ルコト得タリ。 （以下略） 。
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』 を残している。この日記の記述の中に 「晋書会読」 （宝暦二年五月朔日）









（一六〇三）以来、江戸の町は拡張され人口は増え続けた。しかし、数々の自然災害、大火、疫病の流行、飢饉などが続いたことは良く知られている。痘瘡（天然痘） 、麻疹（は か） 、水痘（水ぼうそう） 、風疾（インフルエンザ） 、痢疾（赤痢） 、癩病（ハンセン氏病） 、労咳（結核）などの感染症がくり返し流行した。江戸は都市部の拡大、大火 後の復旧工事などで常時建設工事が行わ おり、砂ぼこりによる眼病が多かっ また男性 人口が女性の人口を常に上回っており、必要悪として吉原などで買春が公認されていた。膿淋（淋病）のほかに、室町時代末に日本に侵入してき 黴毒＝楊梅蒼（梅毒）は深刻な常在性の伝染病であった。このような状況の中で十八世紀に入ると、医薬はもはや特権階級
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田村藍水 の種子を二十粒渡し 元文二年（一七三七）から宝暦十三年（一 六三）まで二十六年が経過して
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遠い昔のこと、天を支える四隅の柱がくずれ、九州 地はバラバラに裂けて、天 地上を覆い尽さず、地は万物を載せ尽さず・ ・
（　）20
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名物学。中国の本に記載されている物質の名称が日本のどの物質に該当するのか 「名」 と 「物」 を確定することを 「学」 ぶこと。
（４）


























楚の昭王は長江をわたっていた。流れの中に何か浮いているも があった。大きさは斗ほどで円く赤い色をしていた。それは王の乗っている船にまっすぐ近寄ってきてぶつかった。船頭がこれを拾いあげた。昭王 大変ふしぎに思 家来 ちに聞いたが知る者はいなかった。そこで昭王は使いをたてて魯国に行かせ孔子に聞 せた。孔子はいった。 「これは萍の実です 割って中味を食べるのです」 。使者は帰って昭王に報告した。昭王はその話を き終えると、そのままこの実を食べた。非常においしかった。しばらくして昭王の使いがまた来て魯の大夫に孔子に聞きたいとい 大夫は子遊（孔子 弟子）に頼み孔子に聞 た。 「先生はどうしてそれが萍実だとご存知だっ ですか」 。孔子は答えた 「私は昔、鄭の国に行く途中、陳の野原を通った。そのとき子供たちが童謡を歌って た。 〈楚の王様が長江を渡れば萍の実を手にされる、 斗枡 太陽のように赤い色、二つに割って食べれば蜜のように甘い、これが楚王 めでたい るし〉 。私はそれを思い出して萍実だと知っ
（　）21
「東都物産会」の開催経緯390






























みが二本あると言うからな」と。これを煮させて食べてしまった。吐いて下痢をして弱ってしまった。それではじめて蟹でないことを知った。後で謝尚の所に行ってこ ことを説明した。尚は 君 『爾雅』を勉強している 未熟だ あ、 『勸学章』のために、あわや命を落とすところだったよ」
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磯野直秀（二〇〇一） 「薬品会・物産会年表（改定版） 」 『慶応義塾大学日吉紀要・自然科学』第二九号池田松五郎（一九二九） 『日本薬業史』京都・薬業時報社上田穣（一九九七） 「宝暦・明和物産考」 『論集日本の洋学Ⅳ』大阪・清文堂上田三平・三浦三郎編 二 『増補改定日本薬園史 研究』東京・渡辺書店大石学（二〇〇一） 『吉宗と享保の改革』東京 東 堂出版奥村正（二〇〇三） 『平賀源内を歩く』東京・岩波書店木村蒹葭堂『蒹葭堂日記』木村蒹葭堂全集 別巻（二〇〇九）水田紀久・野口隆・有坂道子編
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<ABSTRACT>
Who Proposed the First Exhibition of Medicines in Edo?
URABE Tetsuro
Hiraga Gennai (1728-1779) is known as a multi-talented scholar/
author in 18th century Japan and has been studied from various angles. It is 
widely believed that he suggested his teacher, Tamura Ransui to hold the first 
exhibition of medicines in Edo in 1757. The achievements of the exhibition 
were written by Hiraga and published as Butsurui Hinshitsu in 1763. It was 
Jōfuku Isamu who first emphasized Hiraga’s role as a proposer of the event 
in 1971 based on the description of one of the prefaces of the book by Tamura. 
Sugimoto Tsutomu examined the whole prefaces of the book and supported 
the hypothesis in 1972. Fukuda Yasunori indicated in 2013 that Hiraga knew 
there were small scale exhibitions of medicines in Osaka hosted by Tsushima 
Joran already during 1751-1754, so that Hiraga could suggest Tamura to hold 
the first exhibition in Edo, based on a diary by Kimura Kenkadō.
This paper examines carefully the prefaces of Butsurui Hinshitsu and 
points out some descriptions overlooked in previous studies, which read 
that Hiraga did not initiate the exhibition, and also suggests that the words 
in Kimura’ diary don’t have enough ground to support Fukuda’s discussion. 
The conclusion is that the first exhibition of medicines in Japan was proposed 
by Tamura with his own intention and held in 1757. Tamura then hosted 
exhibitions of medicines five times in total in Edo during 1757-1762.
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